
◎特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤による

Ｃ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特

別措置法の一部を改正する法律 
（令和四年一二月一六日法律第一〇三号）（衆）   

一、 提案理由（令和四年一一月二一日・衆議院本会議） 

○三ッ林裕巳君 ただいま議題となりました両案について申し上げます。 

 ……………（略）…………… 

 次に、特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被

害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法の一部を改正する法律案につい

て、提案の趣旨及び内容を御説明申し上げます。 

 本案は、特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染

被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法に基づく給付金の支給の請求

の状況に鑑み、給付金の請求期限を五年延長するとともに、Ｃ型肝炎ウイルスにより劇

症肝炎に罹患して死亡した者に係る給付金の額を引き上げる等の措置を講じようとする

ものであります。 

 本案は、去る十一月十八日の厚生労働委員会において、内閣の意見を聴取した後、全

会一致をもって委員会提出法律案とすることに決したものであります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、 参議院厚生労働委員長報告（令和四年一二月一〇日） 

○山田宏君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、厚生労働委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被

害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法の一部を改正する法律案は、Ｃ

型肝炎救済特別措置法に基づく給付金の請求期限を延長するとともに、Ｃ型肝炎ウイル

スにより劇症肝炎に罹患して死亡した者に係る給付金の額の引上げ等を行おうとするも

のであります。 

 委員会におきましては、提出者である衆議院厚生労働委員長三ッ林裕巳君より趣旨説

明を聴取した後、れいわ新選組を代表して山本太郎委員より、特定Ｃ型肝炎ウイルス感

染者の負担の軽減や救済に資する方策について検討し、その結果に基づいて必要な措置

を講ずるものとする規定の追加等を内容とする修正案が提出されました。 

 次いで、討論に入りましたところ、れいわ新選組を代表して山本太郎委員より原案に

反対の旨の意見が述べられました。 

 討論を終局し、順次採決の結果、修正案は否決され、本法律案は多数をもって原案ど

おり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 



 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


